
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長　
真
鍋
井
蛙

　
会
員
の
皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
展
覧
会
が
各
地

で
開
催
さ
れ
、
日
本
篆
刻
家
協
会
所
属
の
印
社
の
活
動
も
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
の
如
く
、
全
国
各
地
で
活
発
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
十
一
月
二
十
六

日
に
は
大
阪
で
中
央
研
究
会
を
開
催
し
約
一
五
〇
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、

大
印
の
研
究
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
印
稿
の
作
り
方
、
鈐
印
の
コ
ツ
、

篆
刻
作
品
の
ま
と
め
方
等
々

篆
刻
作
品
の
ま
と
め
方
等
々…

「
え
っ
！
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
？
」
と
考
え

を
新
た
に
さ
れ
た
方
々
も
多
く
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
央
研
究
会
に
つ
い

て
は
次
号
に
て
報
告
予
定
で
す
。

　
と
に
か
く
二
〇
二
三
年
も
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
活
動
で
き
ま
す
日
本
篆

刻
家
協
会
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

▼
二
〇
二
四
年
（
令
和
四
年
）
月
例
課
題
一
覧

日篆協
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※

①
会
員CD

・
資
格
・
姓
号
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。
（
未
記
入
審
査
対
象
外
）
②
印
は
一
寸
以
内
、
用
紙
は
協
会
指
定
の
も
の
に
限
る
。
③
応
募
は
各
月
一
人
一
点
、
〆
切
は
各
月
末
必
着
。

送
付
先　
〒
五
六
三
・
〇
〇
三
二　
大
阪
府
池
田
市
石
橋
二
・
二
・
一
〇
牧
野
ビ
ル
二
〇
三　
日
本
篆
刻
家
協
会
「
月
例
課
題
」
係
ま
で
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４
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八
月
二
十
六
日
（
金
）
〜
二
十
八
日
（
日
）
ま
で
の
三
日
間
、

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
に
て
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
直
前
で
二
度
の

延
期
を
経
て
の
待
ち
望
ん
だ
開
催
で
し
た
。

　
今
回
は
従
来
よ
り
広
い
会
場
に
変
え
、
研
究
課
題
で
あ
る
呉
昌

碩
の
模
刻
や
臨
書
に
加
え
水
墨
画
も
あ
り
、
呉
昌
碩
の
創
作
姿
勢

を
追
従
す
る
展
示
構
成
と
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
作
品
約
百
十
点
を
出
展
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
と
な
り
、

　
会
員
の
作
品
約
百
十
点
を
出
展
す
る
大
規
模
な
展
覧
会
と
な
り
、

作
品
に
は
漢
文
の
書
き
下
し
文
や
解
説
を
付
け
て
お
り
、
内
容
を

理
解
で
き
る
と
来
場
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

第
四
十
三
回　
島
根
篆
刻
展　
展
覧
会
報
告

▷ 
会
場
風
景

第
十
四
回
長
修
会
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景

　
令
和
四
年
八
月
五
日
（
金
）
〜
七
日
（
日
）
ま
で
、
神
戸
・

元
町
『
み
な
せ
画
廊
』
に
お
い
て
「
明
分
篆
會
」
初
の
社
中

展
を
開
催
し
、
３
日
間
で
二
百
余
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
の
社
中
展
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
テ
ー
マ

を
決
め
ず
、
各
自
自
由
に
作
品
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
き
な
作
品
作
り
が
初
め
て
の
人
、
裏
打
ち
か
ら
軸
装
ま

で
ご
自
身
で
仕
上
げ
ら
れ
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん

で
ご
自
身
で
仕
上
げ
ら
れ
た
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん

で
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
更

に
研
鑽
を
積
ん
だ
成
果
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
自
制

作
に
励
み
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
し
た

多
く
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▷ 

会
場
風
景

明
分
篆
会
展 

二
〇
二
二　
展
覧
会
報
告
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▷ 
会
場
風
景

▷ 

会
場
風
景

　
第
三
十
七
回
『
畦
石
舎
展
』
が
十
月
一
日
（
土
）
、
二
日
（
日
）
に

京
都
市
勧
業
館
み
や
こ
め
っ
せ
内
の
日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　
分
刻
作
品
と
し
て
仏
像
印
を
会
員
各
人
が
半
紙
に
纏
め
、
古
人
の
作
品

を
追
っ
た
も
の
、
現
代
中
国
の
作
品
を
意
識
し
た
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
な

仏
像
印
が
集
ま
っ
た
。
会
場
で
は
「
こ
の
仏
像
が
好
き
だ
、
あ
っ
ち
の

仏
像
も
面
白
い
」
と
い
う
嬉
し
い
声
が
聞
こ
え
た
。

仏
像
も
面
白
い
」
と
い
う
嬉
し
い
声
が
聞
こ
え
た
。

　
同
時
に
小
先
生
所
蔵
『
近
代
文
人
の
書
簡
』
の
特
別
陳
列
が
あ
っ
た
。

会
津
八
一
や
熊
谷
守
一
、
梅
舒
適
先
生
な
ど
、
書
家
、
篆
刻
家
だ
け
で
な

く
画
家
や
陶
芸
家
、
学
者
に
至
ま
で
四
十
名
の
書
簡
が
壁
面
に
陳
列
さ
れ
、

多
く
の
方
が
足
を
止
め
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
ど
の
書
簡
も
と
て
も
自
然

な
卒
意
の
書
で
、
堅
苦
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
書
簡
の
内
容
も
興
味
深
か

っ
た
。

　　
会
期
中
は
三
〇
〇
名
以
上
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
批
評
を

賜
っ
た
。
そ
れ
ら
を
無
駄
に
せ
ず
次
回
の
次
回
に
向
け
て
会
員
一
同
更
な

る
力
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
う
。

第
三
十
七
回
畦
石
舎
作
品
展　
展
覧
会
報
告

　
コ
ロ
ナ
蔓
延
で
控
え
て
い
た
、
第
二
回
川
平
印
会
社
中
展
を

九
月
三
十
日
（
金
）
か
ら
、
十
月
二
日
（
日
）
ま
で
、
名
古
屋

市
市
政
資
料
館
で
実
施
し
ま
し
た
。
開
催
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ

て
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
少
し
不

便
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
場
者
に
は
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
戴
け

た
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
二
十
一
名
の
千
文
字
分
刻
を
初
め
、
各
自
が
楽
し
ん

　
今
回
は
二
十
一
名
の
千
文
字
分
刻
を
初
め
、
各
自
が
楽
し
ん

で
制
作
し
た
陶
印
等
多
数
の
作
品
を
発
表
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
次
回
へ
の
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
何
よ
り
大
過
な
く

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
会
員
一
同
ホ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。　

　

　
第
七
回
展
を
九
月
二
十
三
日
（
金
）
か
ら
二
十
五
日
（
日
）

ま
で
の
三
日
間
、
富
山
県
民
会
館　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
致
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
約
三
年
を
か
け
て
制
作
し
た
正
信
偈
の
軸

や
〝
華
〞
を
集
め
た
百
花
繚
乱
の
パ
ネ
ル
、
手
作
り
の
印
鈕
・

陶
印
等
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
富
山
祭
り
と
重
な
り
大
勢
の
人
が
鑑
賞
し
て
下
さ
り
、
中
に

は
教
室
に
入
り
た
い
と
言
う
若
い
女
性
も
あ
り
、
我
々
に
と
っ

は
教
室
に
入
り
た
い
と
言
う
若
い
女
性
も
あ
り
、
我
々
に
と
っ

て
は
励
み
と
な
り
、
来
年
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
さ
せ
ら

れ
る
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。

第
七
回
有
磯
篆
会
作
品
展　
展
覧
会
報
告

第
二
回
川
平
印
会
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
員
の
皆
さ
ん
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▷ 
屋
外
に
展
示
さ
れ
た
作
品
群
と
馬
景
泉
氏

　
「
第
二
十
五
回
齊
平
展
」
は
、
十
月
一
日
（
土
）
〜
二
日
（
日
）

の
二
日
間
、
大
阪
産
業
創
造
館
三
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
に
て

開
催
、
今
年
は
「
安
」
字
の
入
っ
た
詩
句
印
の
展
示
、
作
品
集
を

成
冊
し
た
。
ま
た
併
催
と
し
て
大
学
生
に
よ
る
「
第
三
回
蝌
蚪
展
」

お
よ
び
会
員
制
作
「
陶
印
」
を
展
示
し
た
。
特
別
展
示
は
明
治

期
よ
り
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
印
人
「
梨
岡
素
岳
」
の
書
お

よ
び
篆
刻
の
展
示
も
行
っ
た
。

よ
び
篆
刻
の
展
示
も
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
渦
中
で
は
あ
っ
た
が
、
遠

方
よ
り
多
く
の
観
覧
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
盛
会
裡
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
十
五
回
齊
平
展
作
品
展　
展
覧
会
報
告

　
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
馬
景
泉
氏
と
五
十
嵐
清

氏
に
よ
る
『
現
代
瓦
造
形
と
建
築
文
化
展
覧
会
』
が
東
京
国
立
新
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
。

　
屋
外
の
展
覧
で
は
、
巨
大
な
瓦
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
や
瓦
刻
作
品
が
展
示

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
一
番
注
目
す
べ
き
作
品
は
「
渦
」
。
螺
旋
形
の
瓦
で

瀬
戸
内
海
の
渦
巻
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
瓦
製
の
海
魚
や
漢
詩
漢
文
を
刻
し

た
瓦
片
で

た
瓦
片
で
渦
巻
き
の
中
の
世
界
の
豊
富
さ
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
作
品
は
馬
景
泉
と
五
十
嵐
清
氏
の
合
作
で
あ
り
、
篆
刻
の
新
た
な
可

能
性
を
期
待
さ
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
。

一
把
刀
・
景
馬
全
瓷
刻
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景

　
十
月
二
十
二
日
（
土
）
〜
二
十
三
日
（
日
）
ま
で
大
阪
産
業
創

造
館
で
第
二
十
回
蒼
文
篆
会
展
を
開
催
し
た
。
近
年
は
隔
年
で
お

こ
な
っ
て
い
た
本
展
だ
が
、
今
年
か
ら
は
毎
年
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
回
は
第
二
十
回
と
い
う
節
目
と
な
る
展
覧
会
。
全
て

の
会
員
が
初
心
に
戻
り
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
で
作
品

制
作
を
し
た
。

　
会
長
の
篆
刻
一
点
、
書
一
点
、
水
墨
画
十
三
点
を
は
じ
め
、
総

　
会
長
の
篆
刻
一
点
、
書
一
点
、
水
墨
画
十
三
点
を
は
じ
め
、
総

勢
六
十
七
名
の
作
品
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
特
別
陳
列
と
し
て
、

『
開
通
褒
斜
道
刻
石
』
や
『
散
氏
盤
』
等
の
拓
本
を
展
観
し
た
。

第
二
十
回
蒼
文
篆
会
展　
展
覧
会
報
告

▷ 

会
場
風
景




